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e-mail : tanaka@gsawarabi.com
http://www.gsawarabi.com
● 昭和7年建築の旧銀座アパートメント（奥野ビル）２階です

日･月曜 休廊
正午～午後6時（最終日は5時まで） 入場無料

平成28年9月15日（木）～10月8日（土）

「
相
撲
の
所
作
に
は
、
自
然
への
感
謝
や
、
国
の
繁
栄
を
願
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
文
化
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
」。
そ
う
語
る
画
家
が
描
く
動

機
は
、
単
な
る
私
的
趣
味
で
は
な
い
。
日
本
人
と
し
て
の
源
流
を
神
事
た
る
相
撲
に
見
る
こ
と
で
、
自
ら
が
今
こ
こ
に
在
る
理
由
、そ
の
意
味
、そ
れ
への

感
謝
、そ
し
て
感
激
の
中
か
ら
自
ら
の
役
割
に
気
付
き
、
遂
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
根
を
知
る
こ
と
で
今
を
生
き
、
普
遍
の
美
を
も
と
め
続
け
て
い
る
。

角
界
で
は
昨
年
今
年
と
、
北
の
湖
、
千
代
の
富
士
と
い
う
大
横
綱
が
、
早
過
ぎ
る
帰
幽
を
さ
れ
た
。
こ
の
展
覧
会
が
、〝
た
ま
し
ず
め
〟、そ
し
て
生
者
の

魂
を
奮
い
立
た
せ
る
と
い
う
意
の〝
た
ま
ふ
り
〟と
も
な
り
ま
す
よ
う
に
。
「
角
力
養
國
家
之
元
氣
」（「
角
力
国
家
ノ
元
気
ヲ
養
フ
」）と
は
、
角
聖
常
陸
山

の
言
葉
で
あ
る
。
常
陸
山
の
公
の
精
神
は
、
国
技
と
し
て
の
相
撲
を
確
か
な
も
の
と
し
た
。
常
陸
国
の
鹿
島
神
宮
に
祀
ら
れ
る
建
御
雷
神（
タ
ケ
ミ
カ
ヅ

チ
ノ
カ
ミ
）は
、
相
撲
の
起
源
の
神
で
も
あ
る
が
、
画
家
が
本
年
こ
の
地
を
訪
れ
、イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョン
を
受
け
制
作
さ
れ
た
作
品
も
本
展
で
は
展
示
さ
れ

る
。
画
家
の
公
の
精
神
、そ
の「
元
氣
」に
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ご
高
覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。   

田
中
壽
幸

―
角
力
国
家
ノ
元
気
ヲ
養
フ
―　

木
村
浩
之
展 

日
本
画
と
力
士
像
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